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任期４年間の活動をふり返る

ご挨拶
春浅く風がまだ冷たい今日この頃、いかがお過ごしですか。
私は、この4月で議員としての任期4年が終了します。
皆様のご意見をいただく中、現場主義、民間企業目線で
市政のチェックと政策提言、地域課題の解決に取り組んでまいりました。
今回は、任期4年間の活動をふり返りレポートします。
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■提出された主な議案
○令和６年度袋井市一般会計補正予算［第６号］について
　公共施設の光熱水費の追加など
○令和６年度袋井市一般会計補正予算［第７号］について
　人事院勧告に伴う人件費の補正
○袋井市コミュニティセンター条例の一部改正について

他29議案
■市長による施政報告より（抜粋）
１．産業戦略官の就任について
産業分野での経験が豊富で、経営感覚や事業の推進力を備えた産業戦略官
を採用、１２月２日に就任する。戦略官は、以下の政策展開に関わる。
①第２・３次産業の誘致
②農産物のブランド化による国内外への情報発信
③首都圏等への袋井の魅力のＰＲ、シティプロモーションを通じた移住政策等

２．厳しい財政状態
令和５年度決算は、実質的な財政収支が赤字となった。令和７年度の予算編
成では、下記の点に留意する。
①事業の成果の見える化（根拠の明確化）、事業の選択と集中
②枠配分方式から一件査定方式への予算編成方式の見直し

３．袋井市地域防災訓練の重点取り組み（１２／１）
①能登半島地震を教訓とした濾水機を活用した飲料水確保訓練やトイレの設 
置訓練など
②男女共同参画や外国人などの視点を
取り入れた避難所設営訓練など

トイレ設置訓練の様子
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■開会の概要
◇１１月２５日に開会し、令和６年度一般会計補正予算をはじめ、３１
議案が市長より、また議員より１件の議案が提案されました。
◇審議の結果、全議案が可決承認され、１２月２０日に２６日間の会期
を閉じました。

立石の市政に対する「代表質問」
令和6年11月定例会 市議会本会議の録画放送→

●本レポートに掲載の「一般質問」「代表質問」は一部を抜
粋したものです。掲載の2次元バーコードで、または直接
袋井市議会のホームページにアクセスしていただけば、
全体の録画放送をご視聴いただけます。

問　本市の財政を取り巻く環境が厳しさを増す
中、今後、廃止や縮小しなければならないものの
基準をどのように考えているか。
答　費用対効果はもとより、目標に対して事業
の成果が得られているか、事業や業務自体をな
くせないかといった縮小、廃止や、二つの業務
を一緒にできないか、機能を合わせられないか
といった結合、業務手順や工程の入替え、アプ
ローチ方法の変換といった交換、業務内容や
手順の単純化といった簡素化の四つの視点で
事業を見直している。

問　ふるさと納税は、和５年度寄附額は12億
8,000万円余、実収支で４億円余の収入だった。
今後さらなる取組を期待するが、その戦略を伺う。
答　寄附者の共感を得ることができる物語を
つくり上げることが重要だと考えている。消費
者動向や寄附のトレンドなどを把握し、マーケ
ティングや効果的なサムネイル画像の作成方
法、ふるさと納税サイトの効果的な運用方法な
どを調査・研究し、さらなる寄附獲得に向けた
効果的な取組にも努めたい。

❶令和７年度の予算編成
問　企業誘致や新事業の創出、製造品出荷額等
の目標達成状況については、ふり返って、どの程
度実現できたか。
答　植物工場テクノファーム袋井、小笠山工業
団地で遠州フォレストエナジー発電所を誘致し
た。また、土橋土地区画整理事業地内で2026
年12月の操業を目指す大和ハウス工業中部
工場の移転に取り組んでいる。製造品出荷額
等は、2022年の2024年の目標値6,600億円
に対する達成状況は113.2％と目標値を超え
ている。

問　ＩＣＴを活用した子供たちの人間力・課題解
決能力の育成については、思いは実現できたか。
答　本市では、2022年度から教育委員会内
に未来の教育推進室を設け、ＩＣＴ教育専門官
の招聘、ＩＣＴを活用した授業研究や研修を精力
的に実施してきた。各学校では、デジタル学習
ドリルの活用、タブレットに可視化した上での
他者との会話や議論、体育や音楽での実技の
録画による学びの客観視、不登校児童生徒の
オンライン授業参加など成果を上げている。

❷大場市長の1期目をふり返って

■質問の趣旨
❶令和５年度の決算では、実質的な財政収支は赤字となりました。この厳しい財政状況
を踏まえ、どのようにして効果的・効率的な予算編成を行うのか質問しました。
❷令和３年度の選挙戦における市長のマニュフェストや、議会において市長から市民に
示されたさまざまな考え方が、ふり返ってどの程度実現できたのか質問しました。

ふるさと納税（イメージ）

土橋土地区画
整理事業地
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立石の市政に対する「代表質問」
令和6年11月定例会 市議会本会議の録画放送→

問　市内商工団体の要望や意見を踏まえ、令和
７年度の中小企業の支援をどう考えているか。
答　中心市街地や浅羽地域等への空き店舗
対策、個店の魅力・ブランド力を高め、新規顧
客やリピーターの獲得につなげる取り組み、中
小企業の人材確保支援、事業環境の変化や物
価高騰への対策、小規模企業のＤＸ支援など、
中小企業の稼ぐチカラの向上に向けて取り組
みたい。

問　労働団の要望にどのように対応するのか
答　障がい者の法定雇用率引上げに向けた
マッチング及び働きやすい環境整備支援、ワー
ク・ライフ・バランス等の職場環境の改善支
援、ハラスメント防止に関する法改正の趣旨の
周知や防止対策に関する支援など、積極的に
取り組みたい。

❺中小企業振興
問　小松市独自の下記３事業は、袋井市でも導
入可能と考えるがどうか。
①赤ちゃん紙おむつ定期便（生後３ヵ月～１歳、毎
月１回）
②妊産婦タクシー利用料金助成（3000円券４
枚）　
③子どもの任意予防接種費用助成（～高校、おた
ふく風邪以外にインフルエンザも対象）
答　①紙おむつなど物資の支援は考えていな
いが、妊娠期、新生児期、乳幼児期の各時期の
悩みに寄り添い、切れ目のない相談支援に努
めたい。
②小松市の取組を参考に、国の補助金活用な
ども視野に入れ検討したい。
③予防の必要性が高い疾病については、ワク
チンの有効性や費用対効
果などを十分に検証し、助
成の必要性を検討したい。

問　小松市では子育て施策をペーパー一枚にま
とめてＰＲしている。袋井市では教育委員会の事
業も、小松市では市長部局で一元管理している点
は、袋井市でも参考にすべきと考えるがどうか。
答　小松市のＰＲチラシを参考にさせていた
だき、作成したい。

❻子育て支援施策(小松市視察から)

■質問の趣旨
❺先の９月議会にて、本市の中小議業及び小規模企業振興基本条例が制定され、令和７
年１月から施行されました。理念条例とならぬよう、今後の展開について質問しました。
❻１１月７日、石川県小松市を訪問し、子育て支援施策の先進事例を調査研究しました。
そこで、小松市の独自事業のいくつかが、袋井市で導入できないか質問しました。

袋井市中小企業及び小規模企業振興基本条例

立石の市政に対する「代表質問」
令和6年11月定例会 市議会本会議の録画放送→

問　国の方針を受けて、袋井市の第３期の地方
創生をどのように組立て計画策定していくのか。
答　国の政策動向を注視するとともに、現在、
策定を進めている第３次袋井市総合計画での
議論やまちづくりの方向性を踏まえ、2025年
度末を目途に、次期総合戦略の策定を進める。

問　これまで袋井市は地方創生に係る交付金は
国から幾らいただいたのか。その費用対効果は。
答　交付金総額は約34億円。主な内訳は、ＩＣ
Ｔ教育や英語教育の実施、クラウンメロンのブ
ランド力向上や販路拡大、風鈴まつりや遠州三
山のライトアップ、コミュニティセンターの情報
発信にＬＩＮＥを活用、新型コロナウイルス感染
症対策や物価の高騰に対する生活困窮者への
支援、ふくろい応援商品券や袋井ふるさと農産
物応援便、省エネ家電の買換え促進や給食費
の負担軽減など交付金の活用によって、総合計
画に掲げた各取組が着実に推進され、市民の
暮らしを守り、地域の産業や経済活動の下支え
につながったものと認識している。

❸地方創生
問　浅羽支所の「らくらくサポート窓口」利用の
メリットはどうか。
答　窓口では、マイナンバーカードを活用し、申
請者の住所や氏名などの基本情報を書類に記
載する手間を省略することや、コンビニ交付と
同じ仕組みで証明書を交付できるようにしてお
り、申請手続に関する市民と職員双方の負担を
軽減する利点がある。さらに申請をサポートす
るコンシェルジュを配置し、デジタルが苦手な
方でも安心して利用できる環境を整えている。
４月の開設以来、延べ1,000人以上がこの窓口
を利用し、おおむね好評をいただいている。

 

問　本市におけるＡＩの導入・活用状況はどう
か、今後どのようなＡＩの活用が期待できるか。
答　袋井市ホームページへの問合せに回答す
るＡＩチャットボットを導入したほか、生成ＡＩを
採用し、文章の下書きや事業のアイデア出しな
ど、日常的な業務で利用している。今後は、中
小企業の労働力不足への対応、また、生成ＡＩに
より映像や音楽の制作が容易となり、市民主体
のイベントなどの機会が増えることで、地域の
活性化やにぎわいの創出が期待される。

❹デジタル

■質問の趣旨
❸石破内閣は、所信表明演説で「地方創生２．０として再起動させる、当初予算で交付金倍
増を目指す」と強調しました。そこで、今後の本市の地方創生について質問しました。
❹本市では、これまでのＩＣＴ推進計画をアップデートした「第１次袋井市デジタル推進計
画」を令和６年４月スタートさせました。そこで、本計画の展開について質問しました。

クラウンメロン（ブランド力向上、販路拡大）

ＡＩ（イメージ）
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増を目指す」と強調しました。そこで、今後の本市の地方創生について質問しました。
❹本市では、これまでのＩＣＴ推進計画をアップデートした「第１次袋井市デジタル推進計
画」を令和６年４月スタートさせました。そこで、本計画の展開について質問しました。

クラウンメロン（ブランド力向上、販路拡大）

ＡＩ（イメージ）
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デジタル化（イメージ）

公共施設での太陽光発電（イメージ）

市議会本会議の録画放送→

定例会での質問一覧
任期４年間をふり返る

■活動の概要
◇立石やすひろは、任期４年間（令和３年度～６年度）に開催された９回の市議会定例会
において、一般質問で１８テーマ、会派代表質問で２５テーマ、計４３のテーマについ
て、市政に対する質問を行い、行政の問題点・課題を指摘し、改善提案しました。
　その他、委員会にてもさまざまな質問を行っています。

子育てと仕事の両立（イメージ）

いじめ（イメージ）

横須賀高校

雑紙の分別収集

中遠クリーンセンター

市議会本会議の録画放送→

定例会での質問一覧
任期４年間をふり返る

①市職員が健康で働ける職場環境の整備　　
（R3/6）
②よりよい行政改革への提案（R4/2）
③令和５年度の予算編成方針（R4/11）
④ＩＣＴの推進（R4/11）
⑤ＦＭラジオ局の開局（R4/11）
⑥行政の事務処理ミスで発生した問題の原因
と対策（R4/9）
⑦令和６年度の予算編成方針（R5/11）
⑧デジタル化の推進（R5/11）
⑨市職員の自己肯定感を高める取り組み　　
（R5/11）
⑩市役所窓口対応の市民満足度向上（R6/6）
⑪市役所の定型業務におけるミス撲滅（R6/6）
⑫令和７年度の予算編成方針（R6/11）
⑬市長の１期目の３年半をふり返って（R6/11）
⑭地方創生（R6/11）
⑮デジタル（R6/11）

①子育てと仕事の両立支援（R4/2）
②小中学校のいじめ・不登校対策（R5/2）
③学校で自己肯定感・有用感を高める取り組み
（R5/11）
④袋井商業高校、横須賀高校の今後（R5/11）
⑤子育て支援施策、小松市視察から（R6/11）

総務・企画・財務・行政改革

健康・介護・福祉 産業・環境

子育て・教育

①高齢者の介護予防と生活支援の推進（R3/6）
②通いの場の会場数増加対策（R4/11）
③生活困窮者の緊急支援対策（R5/2）
④がん撲滅に向けて（R5/11）
⑤地域密着型介護サービス事業の課題　　　
（R5/11）
⑥介護予防・日常生活支援総合事業の運用基
準の変更（R6/6）

①ごみ処理有料化の取り組みへの提案（R3/9）
②可燃ごみ減量の取り組み（R4/2）
③脱炭素化、成果と今後の取り組み（R4/11）
④可燃ごみ削減プロジェクト（R4/11）
⑤ゼロカーボシティー宣言の取り組み（R5/11）
⑥可燃ごみの削減（R5/11）
⑦中小企業振興（R6/11）

通いの場（でん伝体操会場）

移動販売:高齢者の買い物支援

医療、看護（イメージ）
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自治会要望:側溝の安全化

地域の文化財

手前:近藤記念館（奥: 郷土資料館）

市議会本会議の録画放送→

定例会での質問一覧
任期４年間をふり返る

多様な森と共生する思い出の学び舎がコンセプト

中庭

鳥観図（令和４年末）

落成式

中庭

新校舎の中廊下

浅羽中学校 新校舎の落成式が行われる。
任期４年間をふり返る　トピックス ①

◇老朽化に伴い、令和２年度から工事を進めてきた浅羽中学の新校舎が完成し、３月２
４日、落成式が行われました。
◇南校舎と北校舎の間に、新校舎と武道場が新築となり、北校舎は改修となりました。
　これにより、従来の南校舎と武道場は年内に撤去されます。

●新校舎は幅広（8ｍ）
の中廊下に４箇所の吹
き抜けを配置すること
で、教室に採光と通風
を確保しています。

●従来の南校舎の跡地
は「交流の森」、武道
場の跡地は駐車場と
して整備されます。

●式典には市長、市
議会議長、学区の
連合自治会長など
約40名が出席し完
成を祝いました。

●新校舎と北校舎の間
には「創作の森」「学
びの森」と名付けら
れたウッドデッキが
新設されました。

地域・歴史文化・国際交流
Vol.2掲載記事（令和4年5月発行）

防災・都市建設
①治水問題（R4/11）
②防潮堤完成と安全宣言の発信（R5/2）
③サンドバイパス事業（R5/2）
④三沢川の河川維持管理（R5/2）
⑤防災・減災対策（R5/11）
⑥サンドバイパス事業（R5/11）

①自治会への個人情報保護法の適用指導　　
（R3/9）
②自治会による要望制度、補助制度（R4/11）
③郷土の歴史・文化資源の保存と地域振興へ
の活用（R4/9）
④浅羽支所を中心とした歴史文化ゾーンの活
用（R6/6）

中新田:昭和水門の耐震化

三沢川の増水

三沢川堤防の雑木伐採
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＊袋井市出身の生徒数が
全体の３０.６％。横須賀
高の存続は、袋井にとっ
ても影響が大きいと言え
ます。

再編案撤回を伝える南遠協議会の会報

横須賀・池新田高の再編案、「撤回」へ
任期４年間をふり返る　トピックス ②

◇平成２９年１１月、県教育委員会が、「ふじのくに魅力ある学校づくり推進計画」案で、
令和８年度をめどに、横須賀高と池新田高を統合することを発表しました。
◇令和４年１０月１８日開かれた小笠地域協議会において、県教育長は、一度白紙に戻し
て在り方を考えたいとして、両校の再編案の撤回を表明しました。

これまでの経緯

これまでの経緯

南遠協議会、今後の取り組み

横須賀高の地区別生徒数（令和４年度）
市町 生徒数 割合

掛川市 １５３人 ４３.０％

袋井市 １０９人 ３０.６％

磐田市 ８１人 ２２.７％

その他 １３人 ３.７％

合計 ３５６人 １００％

平成２９年１１月 県教育委員会が、「ふじのくに魅力ある学校づくり推進計画（第３次長期計画）」案で、
令和８年度をめどに、横須賀高校と池新田高校を統合することを発表。

１２月 横須賀高校を守る会結成（会員３３名で発足）。
統合反対の署名活動を開始。１月足らずで１万人を超える署名が集まる。

平成元年　８月 県教育委員会他関係機関へ存続要望。

令和２年　９月 横須賀高校を守る会⇒南遠地域教育環境整備推進協議会（南遠協議会）に移行。
横須賀高校存続活動の更なる推進を決議。

令和３年 １０月 県教育委員会幹部と掛川市、南遠協議会の意見交換会で存続を要望。

令和４年　５月 県教育委員会が県立高校の在り方見直しを表明。

１０月 県教育委員会主催の小笠地区地域協議会で県教育長が再編案の撤回を表明。

横須賀高校

令和４年９月末

令和５年３月末

Ｅ区画の造成工事 発生土搬出前に受水槽で車輪を洗う

木質バイオマス発電所の建設に向けた造成工事が始まる！

小笠山工業団地開発事業、現状と今後
任期４年間をふり返る　トピックス ③

◇市の財政基盤の確立及び雇用機会の創出、地域経済の活性化を図るため、平成１８年度
から小笠山工業団地の開発計画がスタートしました。
◇令和５年５月現在、南側区画に２社の誘致が決定しています。今後、県東京事務所等と
連携し、県内外へ誘致活動を積極的に展開します。

令和４年度の実施状況

令和５年度以降の予定

発生土の防潮堤搬入箇所（左：湊、右：中新田）

Vol.6掲載記事（令和5年5月発行）Vol.6掲載記事（令和5年5月発行）

●横須賀高の地元支援組織である南遠協議会は、今後は、小笠
地区に限らず中東遠地域での魅力ある学校づくりへ提案型
の活動をしていくとして、次の3つの取り組みを決め、スター
トしました。
　①県教育委員会、掛川市と意見交換会
　②横須賀高校の事業への協力
　③魅力ある横須賀高校を創るためのワークショップの開催

●Ａ区画⇒尾形工業㈱（自動車部品製造）へ分譲。
●市道上区32号線（岡崎）⇒舗装工事実施・完成。
●Ｂ区画及びＣ区画の一部⇒遠州フォレストエナジー（同）
（木質バイオマス発電）、造成工事に着手。
●Ｅ区画⇒塚本建設㈱、第1期工事実施（Ｒ３～Ｒ6）。
　発生土を防潮堤整備事業へ搬出開始。

●Ａ区画⇒尾形工業㈱が建築工事に着手。
●Ｂ区画及びＣ区画の一部⇒遠州フォレストエナジー（同）
が建築工事に着手。
●Ｅ区画⇒塚本建設㈱、引き続き第1期工事を実施すると
ともに発生土を防潮堤整備事業へ搬出。
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防潮堤の断面図
盛り土造成工事

防潮堤の整備状況

防潮堤整備・サンドバイパス事業、現状と課題
任期４年間をふり返る　トピックス ④

◇平成２５年度に始まった浅羽海岸５．３５㎞の防潮堤整備事業は、令和５年度で市の施
工分が終了、令和７年度で県の施工分が終了し、防潮堤が完成する予定です。
◇福田港・浅羽海岸のサンドバイパス事業は、福田港の西堤防西側に堆積した砂をパイ
プラインで浸食が進む浅羽海岸へ運ぶ事業で、平成２６年度に開始しました。

防潮堤整備事業

サンドバイパス事業（土砂輸送量低下の恒久対策が課題）

土砂輸送量の推移
年度 土砂輸送量

H26年度 51,188㎥
H27年度 88,696㎥
H28年度 81,493㎥
H29年度 57,106㎥
H30年度 45,168㎥
R01年度 20,767㎥
R02年度 26,878㎥
R03年度 22,523㎥
R04年度 29,370㎥

Fukuroi  Central  Park  構想
フクロイ  セントラル  パーク

任期４年間をふり返る　トピックス ⑤

◇平成１９年度策定の「袋井駅南地区まちづくり構想」に基づき、新幹線南側エリアの、
にぎわいとうるおいのある健康的な都市空間の創出に向けて、整備していく事業。
◇エリア内に、水辺に親しめる遊水池公園及び柳原雨水ポンプ場の整備も内包してお
り、周辺地域全体の治水安全度向上を前提として推進します。

にぎわいと魅力ある都市空間の創出

●近年、土砂吸い込み口付近に木材・レキ等の阻害物が堆積し、土砂輸送量が低下しています。
●阻害物除去の恒久的対策、設備や運転方法等の最適化を図り、目標年間土砂輸送量８万㎥の確保
を目指します。

●袋井市が施工する盛り土は、小笠山工業団地開発事業の発
生土を活用し、標高10ｍまで施工し、令和５年度末の完成
を目指します。
●その後、静岡県による盛り土を標高12ｍまで施工し、令和
７年度までに完成する予定です。

Vol.6掲載記事（令和5年5月発行）
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浅羽支所
浅羽海岸にて

海のにぎわい創出プロジェクト
任期４年間をふり返る　トピックス ⑥

◇令和４年度策定の「袋井市海のにぎわい創出ビジョン」に基づき、浅羽海岸同笠エリ
アの環境整備を行い、官民が連携してにぎわい創出を進めていきます。
◇自然環境や景観、太平洋岸自転車道、隣接する浅羽体育センターを活かし、市民の憩
いの場や交流の場を創出します。各施設は整備進捗に合わせオープンします。

海を接点とした地域活性化プロジェクト

こども交流館あそびの杜
任期４年間をふり返る　トピックス ⑦

◇浅羽支所が、引き続き市南部地域の拠点として、持続的発展に寄与する施設となるよ
う、令和元年から利活用についての検討がスタートしました。
◇その結果、令和２年１月の総務委員会にて、支所機能を維持したうえで子育て世帯が
集い、周辺施設との連携によりにぎわいの拠点としていくことが了承されました。

文教ゾーンのにぎわいづくり

5
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ベトナムからのツアー客が観光バスで常
林寺を訪問するケースが増えています。

増加するベトナム観光客(R4/9)

ベトナムサッカーＵ１７のナショナル
チーム４０人が定林寺を訪れました。

サッカーチームが訪れる(R5/6)

活発なベトナムとの民間交流
任期４年間をふり返る　トピックス ⑧

◇梅山の常林寺には、日越友好の歴史的価値が注目される浅羽佐喜太郎公紀念碑があ
り、訪れるベトナム人が着実に増加しています。
◇令和５年、日越外交関係樹立５０周年を迎え、記念事業として１１月１日から７日間ベ
トナム訪問事業が行われ、袋井市からは３１名が参加しました。

民間交流が国どうしの友好に大きな役割を果たす

政務調査活動
任期４年間をふり返る　トピックス ⑨

◇袋井市の課題解決のため、先進自治体を訪問し政策を調査研究したり、各種研修会に
参加しています。成果は議会や委員会での質問や政策提案に反映しています。
◇上記の政務調査活動には、議員一人当たり、年３０万円の政務活動費が支給されます
が、未使用額が生した場合は返金します。

先進自治体の政策を調査研究する

在静岡県ベトナム人会が主催する交流行
事に参加、一緒に春節を祝いました。

テト(春節)のつどいに参加(R5/1)

公務で訪問が延期されていましたが、ヒエ
ウ大使が婦人とともに常林寺を訪れました。

駐日ベトナム大使が訪れる(R6/1)

フエ外国語大学の学生と週１回
Zoom で交流、１０チームで約３０
名の日本語学習を支援しています。

ベトナム大学生と交流(週1回)

①日本型ライドシェア、公共ライドシェア
②国土交通省公共交通政策

調査研究テーマ
国土交通省（R6/12）

①ＩＳＯを活用した行政
　サービス向上の取り組み
②多文化共生の
　まちづくりの取り組み

調査研究テーマ

群馬県 太田市（R5/8）

①可燃ごみ削減の取り組み
②製品プラスチック資源化の取り組み
③粗大ごみリユースの取り組み

調査研究テーマ
東京都 日野市（R4/7）

①予算決算常任委員会の運営手法
②子育て支援制度の概要
③子育て支援施設「カブッキーランド」
　事業の概要

調査研究テーマ
石川県 小松市（R6/11）
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ベトナム大学生と交流(週1回)

①日本型ライドシェア、公共ライドシェア
②国土交通省公共交通政策

調査研究テーマ
国土交通省（R6/12）

①ＩＳＯを活用した行政
　サービス向上の取り組み
②多文化共生の
　まちづくりの取り組み

調査研究テーマ

群馬県 太田市（R5/8）

①可燃ごみ削減の取り組み
②製品プラスチック資源化の取り組み
③粗大ごみリユースの取り組み

調査研究テーマ
東京都 日野市（R4/7）

①予算決算常任委員会の運営手法
②子育て支援制度の概要
③子育て支援施設「カブッキーランド」
　事業の概要

調査研究テーマ
石川県 小松市（R6/11）
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消防団を激励
消防団の水出し訓練を見
学、団員を激励しました。

献茶式に出席
茶業の振興を祈願し、茶祖栄西禅師を顕
彰する献茶式に出席しました。(油山寺)

メーデーに出席
働く者の福祉の向上を謳う連合静岡中
遠地協主催のメーデーに出席しました。

公会堂で議会報告
いきいきサロンや老人クラブの常会にて、市議会
や市政の様子を分かりやすく説明しています。

まちづくり協議会 理事会に出席
まちづくりの課題が解決できるよう、地域
と行政のパイプ役を果たしています。

活動日記（令和３年度～６年度）
任期４年間をふり返る

台風15号の影響を確認
9月24日、台風による各河川の増水状況を確認しました。
（左から、新切橋南、三沢川、新堀排水路）

8月

9月5月

コミセン講師を務める
すなっこ学級・むつみ大学・女性学級を対象
に、「心をはぐくむ講座」の講師を務めました。

ボランティア活動
通学路での小学生の見守り、協働運行バス(めだか号)の運
転を担当しています。

当選証書の授与式

小笠山工業団地の造成地を視察
岡崎地内の現場を視察、造成の発生土
を活用し浅羽海岸の防潮堤が整備され
ます。 浅羽海岸の防潮堤を視察

市施工分の高さ10ｍは令和５年度に、
県盛り土分を加えた高さ12ｍの完成は
令和７年度の予定です。

笠原小の避難場所
を視察
台風14号の接近に伴
い、市の指定避難場所
の夜間の開設状況を
視察しました。

山﨑の農家を訪問
夜間ハウスの近くにイノシシが現
れるようになり、心配していました。

めだか公園の愛護活動
東浅羽めだか公園愛護会の仲間に入れ
ていただき、清掃作業に参加しました。

10月

4月

6月
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コミセンで研修講師を務める
地域の皆さんのチームワークづくり
を目的に研修講師を務めました。

立石やすひろ 公式ＬＩＮＥ
議会レポート等の最新情報をお届けします。
LINEで立石宛ご意見を発信できます。

☜左の2次元バーコードを
　読み取り
　友だち追加してください。

所属する会派・委員会等のお知らせ（令和5年度～6年度）
所属する市議会会派
●市民クラブ
　大庭通嘉 議員（会派長）
　立石泰広 議員

所属する委員会等
【市議会】
●総務委員会　副委員長
●議会活性化特別委員会　委員
●広報広聴委員会　委員

【市議会以外】
●中遠広域事務組合議会　議員
●掛川市・袋井市病院企業団議会　議員
●中東遠看護専門学校組合議会　議員
●県道袋井大須賀線外二線整備促進期成同盟会　委員
●二級河川弁財天川水系改修促進期成同盟会　委員

市民と意見交換
「住みよいまち」をテーマに、袋井
特別支援学校高等部の保護者・
教員と意見交換しました。

■「立石やすひろの議会レポート」は自費によるもので、公費（政務活動費）は使っていません。■

■ 皆様のご意見をお寄せください ■
立石やすひろ事務所 立石のホームページ
袋井市新堀１１２
ＴＥＬ 090-6766-6071　ＦＡＸ 0538-86-3728
Ｅ-mail：info@tateisi-sg.com

https：//www.
tateisi-sg.com

商工会の会議へ出席
地元商工会の理事会へ
出席、事業者の皆様に関
連する市政情報を報告し
ています。

11月定例会の議場にて
市民クラブ会派として大庭通
嘉議員と一緒に活動してい
ます。

自治会長会議へ出席
自治会長会議に出席、市政と
のパイプ役をはたしています。

12月

「ふれあい夢市場」に参加
コロナ禍で２年中止となった夢市場、
今回は運営側で参加しました。

11月

2月
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